
ローマ 2:25-29

"もし律法を守るなら、割礼には価値があります。しかし、もしあなたが律法にそむいて

いるなら、あなたの割礼は、無割礼になったのです。

もし割礼を受けていない人が律法の規定を守るなら、割礼を受けていなくても、割礼を

受けている者とみなされないでしょうか。

また、からだに割礼を受けていないで律法を守る者が、律法の文字と割礼がありながら

律法にそむいているあなたを、さばくことにならないでしょうか。

外見上のユダヤ人がユダヤ人なのではなく、外見上のからだの割礼が割礼なのではあり

ません。

かえって人目に隠れたユダヤ人がユダヤ人であり、文字ではなく、御霊による、心の割

礼こそ割礼です。その誉れは、人からではなく、神から来るものです。"

ローマ人への手紙 2 章 25～29 節

Q1 割礼とは？

"ついで、神はアブラハムに仰せられた。「あなたは、あなたの後のあなたの子孫ととも

に、代々にわたり、わたしの契約を守らなければならない。

次のことが、わたしとあなたがたと、またあなたの後のあなたの子孫との間で、あなた

がたが守るべきわたしの契約である。あなたがたの中のすべての男子は割礼を受けなさ

い。

あなたがたは、あなたがたの包皮の肉を切り捨てなさい。それが、わたしとあなたがた

の間の契約のしるしである。

あなたがたの中の男子はみな、代々にわたり、生まれて八日目に、割礼を受けなければ

ならない。家で生まれたしもべも、外国人から金で買い取られたあなたの子孫ではない

者も。

あなたの家で生まれたしもべも、あなたが金で買い取った者も、必ず割礼を受けなけれ

ばならない。わたしの契約は、永遠の契約として、あなたがたの肉の上にしるされなけ

ればならない。

包皮の肉を切り捨てられていない無割礼の男、そのような者は、その民から断ち切られ

なければならない。わたしの契約を破ったのである。」"

創世記 17 章 9～14 節

"さて、ある人々がユダヤから下って来て、兄弟たちに、「モーセの慣習に従って割礼を

受けなければ、あなたがたは救われない」と教えていた。

そしてパウロやバルナバと彼らとの間に激しい対立と論争が生じたので、パウロとバル

ナバと、その仲間のうちの幾人かが、この問題について使徒たちや長老たちと話し合う

ために、エルサレムに上ることになった。"

使徒の働き 15 章 1～2 節

"しかし、パリサイ派の者で信者になった人々が立ち上がり、「異邦人にも割礼を受けさ

せ、また、モーセの律法を守ることを命じるべきである」と言った。

そこで使徒たちと長老たちは、この問題を検討するために集まった。



激しい論争があって後、ペテロが立ち上がって言った。「兄弟たち。ご存じのとおり、

神は初めのころ、あなたがたの間で事をお決めになり、異邦人が私の口から福音のこと

ばを聞いて信じるようにされたのです。

そして、人の心の中を知っておられる神は、私たちに与えられたと同じように異邦人に

も聖霊を与えて、彼らのためにあかしをし、

私たちと彼らとに何の差別もつけず、彼らの心を信仰によってきよめてくださったので

す。

それなのに、なぜ、今あなたがたは、私たちの父祖たちも私たちも負いきれなかったく

びきを、あの弟子たちの首に掛けて、神を試みようとするのです。

私たちが主イエスの恵みによって救われたことを私たちは信じますが、あの人たちもそ

うなのです。」"

使徒の働き 15 章 5～11 節

"そこで、私の判断では、神に立ち返る異邦人を悩ませてはいけません。

ただ、偶像に供えて汚れた物と不品行と絞め殺した物と血とを避けるように書き送るべ

きだと思います。"

使徒の働き 15 章 19～20 節

"聖霊と私たちは、次のぜひ必要な事のほかは、あなたがたにその上、どんな重荷も負わ

せないことを決めました。

すなわち、偶像に供えた物と、血と、絞め殺した物と、不品行とを避けることです。こ

れらのことを注意深く避けていれば、それで結構です。以上。」"

使徒の働き 15 章 28～29 節

"それでは、この幸いは、割礼のある者にだけ与えられるのでしょうか。それとも、割礼

のない者にも与えられるのでしょうか。私たちは、「アブラハムには、その信仰が義と

みなされた」と言っていますが、

どのようにして、その信仰が義とみなされたのでしょうか。割礼を受けてからでしょう

か。まだ割礼を受けていないときにでしょうか。割礼を受けてからではなく、割礼を受

けていないときにです。

彼は、割礼を受けていないとき信仰によって義と認められたことの証印として、割礼と

いうしるしを受けたのです。それは、彼が、割礼を受けないままで信じて義と認められ

るすべての人の父となり、

また割礼のある者の父となるためです。すなわち、割礼を受けているだけではなく、私

たちの父アブラハムが無割礼のときに持った信仰の足跡に従って歩む者の父となるため

です。

というのは、世界の相続人となるという約束が、アブラハムに、あるいはまた、その子

孫に与えられたのは、律法によってではなく、信仰の義によったからです。"

ローマ人への手紙 4 章 9～13 節

"よく聞いてください。このパウロがあなたがたに言います。もし、あなたがたが割礼を

受けるなら、キリストは、あなたがたにとって、何の益もないのです。

割礼を受けるすべての人に、私は再びあかしします。その人は律法の全体を行う義務が

あります。

律法によって義と認められようとしているあなたがたは、キリストから離れ、恵みから

落ちてしまったのです。



私たちは、信仰により、御霊によって、義をいただく望みを熱心に抱いているのです。

キリスト・イエスにあっては、割礼を受ける受けないは大事なことではなく、愛によっ

て働く信仰だけが大事なのです。"

ガラテヤ人への手紙 5 章 2～6 節

"あなたがたに割礼を強制する人たちは、肉において外見を良くしたい人たちです。彼ら

はただ、キリストの十字架のために迫害を受けたくないだけなのです。

なぜなら、割礼を受けた人たちは、自分自身が律法を守っていません。それなのに彼ら

があなたがたに割礼を受けさせようとするのは、あなたがたの肉を誇りたいためなので

す。

しかし私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇りとするものが決してあ

ってはなりません。この十字架によって、世界は私に対して十字架につけられ、私も世

界に対して十字架につけられたのです。

割礼を受けているか受けていないかは、大事なことではありません。大事なのは新しい

創造です。"

ガラテヤ人への手紙 6 章 12～15 節

"兄弟たち。もし私が今でも割礼を宣べ伝えているなら、どうして今なお迫害を受けるこ

とがありましょう。それなら、十字架のつまずきは取り除かれているはずです。

あなたがたをかき乱す者どもは、いっそのこと切り取ってしまうほうがよいのです。"

ガラテヤ人への手紙 5 章 11～12 節

"パウロは、このテモテを連れて行きたかったので、その地方にいるユダヤ人の手前、彼

に割礼を受けさせた。彼の父がギリシヤ人であることを、みなが知っていたからである。

"

使徒の働き 16 章 3 節

Q2 心の割礼とは？

"あなたがたは、心の包皮を切り捨てなさい。もううなじのこわい者であってはならない。

"

申命記 10 章 16 節

"あなたの神、主は、あなたの心と、あなたの子孫の心を包む皮を切り捨てて、あなたが

心を尽くし、精神を尽くし、あなたの神、主を愛し、それであなたが生きるようにされ

る。"

申命記 30 章 6 節

"見よ。その日が来る。－－主の御告げ－－その日、わたしは、すべて包皮に割礼を受け

ている者を罰する。

エジプト、ユダ、エドム、アモン人、モアブ、および荒野の住人でこめかみを刈り上げ

ているすべての者を罰する。すべての国々は無割礼であり、イスラエルの全家も心に割

礼を受けていないからだ。」"

エレミヤ書 9 章 25～26 節



"わたしは彼らに一つの心を与える。すなわち、わたしはあなたがたのうちに新しい霊を

与える。わたしは彼らのからだから石の心を取り除き、彼らに肉の心を与える。

それは、彼らがわたしのおきてに従って歩み、わたしの定めを守り行うためである。こ

うして、彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。"

エゼキエル書 11 章 19～20 節

"わたしがきよい水をあなたがたの上に振りかけるそのとき、あなたがたはすべての汚れ

からきよめられる。わたしはすべての偶像の汚れからあなたがたをきよめ、

あなたがたに新しい心を与え、あなたがたのうちに新しい霊を授ける。わたしはあなた

がたのからだから石の心を取り除き、あなたがたに肉の心を与える。

わたしの霊をあなたがたのうちに授け、わたしのおきてに従って歩ませ、わたしの定め

を守り行わせる。"

エゼキエル書 36 章 25～27 節

"キリストにあって、あなたがたは人の手によらない割礼を受けました。肉のからだを脱

ぎ捨て、キリストの割礼を受けたのです。

あなたがたは、バプテスマによってキリストとともに葬られ、また、キリストを死者の

中からよみがえらせた神の力を信じる信仰によって、キリストとともによみがえらされ

たのです。

あなたがたは罪によって、また肉の割礼がなくて死んだ者であったのに、神は、そのよ

うなあなたがたを、キリストとともに生かしてくださいました。それは、私たちのすべ

ての罪を赦し、

いろいろな定めのために私たちに不利な、いや、私たちを責め立てている債務証書を無

効にされたからです。神はこの証書を取りのけ、十字架に釘づけにされました。

神は、キリストにおいて、すべての支配と権威の武装を解除してさらしものとし、彼ら

を捕虜として凱旋の行列に加えられました。"

コロサイ人への手紙 2 章 11～15 節

"だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ

去って、見よ、すべてが新しくなりました。"

コリント人への手紙 第二 5 章 17 節

"私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、

栄光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊な

る主の働きによるのです。"

コリント人への手紙 第二 3 章 18 節


